
年度　事業シート

第6次廿日市市総合計画 （前期基本計画）

2
2
1

年度

１　事業の目的、意図

２　事業の実施主体・関係団体・役割

３　平成 年度 決算 （事業の内容・コスト情報・目標到達見込）
・

・事業費 （単位：円）
【歳入】

過疎地域自立促進特別事業債　　　

【歳出】

年度決算 年度決算①

合計 383,294

(注1)世界遺産登録20周年記念事業実行委員会の企画シンポジウムは国補助金が決定されたため不要となっ
た。

39,778

事務事業委託料 世界遺産関連 パネル作成 49,896
その他使用料 講演等会場使用料 54,000
一般負担金 世界遺産登録20周年記念事業負担金(注１) 0

・世界遺産登録20周年記念事業実行委員会の企画シンポジウムの開催支援。

・
人類共有の財産である世界遺産「厳島神社」の重要性や継承の必要性を理解するためのリーフレットを増刷
し、配付。

区分 内容 H28
報償費 講師謝礼 30,000

300,000

％
－

単位

－

資料館入館者及びＨＰアクセス増加数

活  動  及  び  成  果  指  標

成
果

活
動

％ － 90

備考

28平成

郷土の歴史・文化を次世代につなぐ

－

－ 50講演会等会場アンケートでの満足度・理解度

全校市内小中学校へのリーフレット配付 校数
476

80

Ｈ２８
目標値

H２８
実績値

－

Ｈ２７
実績値

500
目
　
標

到
達
度

110

全校

H３２
目標値

人
－

－

シンポジウム及び講演会の入場者数

116,947
7

人

人

803,344

人
  人  件  費  (按 分） B

  総  事  業  費 (A+B)

単
位
コ
ス

ト
換
算

人

0.05

    そ   の   他（使用料など）

②

117,128人口（4月1日現在）

関係団体（パートナー） 関係団体（パートナー）の役割

企画立案及び事務調整・手続きなど
関係事務

実行委員会及び宮島
歴史民俗資料館

企画運営・実施主体

①のうちH27から繰越27

世界遺産登録20周年を記念して、宮島歴史民俗資料館等において関連のパネル展示するとともに、県立広島
大学等から講師を招き、島内で記念講座・講演会等を開催。

費用弁償（県外） 講師旅費 10,900

印刷製本費 世界遺産「厳島神社」リーフレット増刷　10,000部 198,720
消耗品費 資料作成・展示関係消耗品

    市  （ 市税 な ど ）

項　　目
383,294

平成

83,294

財
源
内
訳

28

300,000

【目指す姿・意図】（いつまでに、どういう状態に）

コ
ス
ト
情
報

（
円

）

  直  接  事  業  費  A

市民1人当たり

担当課名 教育部　生涯学習課（文化スポーツ担当）

予
算
科
目

会計

02
社会教育費
文化振興費

01 一般会計
09

    県　 支　 出　 金
    借   入   金   ( 市 債 )

①

420,050

方 向 性 人を育む 款 教育費

施 策 方 針
重 点 施 策

魅力ある郷土の歴史や文化の学習と次世代への継承 目
項 05

28

市役所（職員）の役割

28

    国   庫   支   出   金

市及び実行委員会

根拠法令
条例

個別計画 等

目
的

【対象】誰の（何の）ために

市民
県内外からの来島者
インバウンド

実施主体

厳島神社の世界遺産登録20周年を記念して、あらためて、人類共有の財産である「厳
島神社」を守り、後世に伝えていく必要性を記念事業を通じて、広く周知するととも
に気運を醸成していく。

事業名
世界遺産登録２０周年記念事業

事業開始年度 平成

実
施
し
た
事
業
の
内
容

（
活
動
実
績

）

H28からH29へ繰越平成


